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選んだ施設の配置を検討します

▶ 公園利⽤ルール検討の前提条件
（中野区公園再整備計画からの抜粋）

〇公園の再整備を契機にルールの⾒直しに取組みます。
〇公園の設計・⼯事期間にルールの⾒直しを検討し、⼯事完了後、新

たなルールの運用を開始します。
〇公園利用者と近隣の方が理解し合えるように、段階的・試験的な

ルールの⾒直しを検討します。
〇ルールづくりや変更には、公園利用者と近隣の方が理解し合える柔

軟なルールが理想であるため、積極的な意⾒交換が可能な場が必
要です。したがって、ルールづくりや変更の際に、区⺠が参加で
きるワークショップやオープンハウス等の開催を視野に、適切な
ルールの決め方を模索していきます。また、新たなルールの遵守
やマナーの向上を呼び掛け、安全で快適な公園の維持に努めます。
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▶ 公園利⽤ルール検討の前提条件
（中野区公園再整備計画からの抜粋）

〇段階的・試験的なルールの⾒直しとは。

・キャッチボール（ゴムボールまで）
・一人でのリフティング、ドリブル、トスなどの練習

▶ 公園利⽤ルール
の検討
〇ご自身が、公園のルールで直した
いもの、つくりたいもの、なくしたい
ものをオープンハウスの結果から
３つ選択する
〇ふせんに選んだ理由を記入し、前
の模造紙に貼り付ける
〇オープンハウスの結果に該当する
内容が無い場合は、ふせんにご意
見を記入し、模造紙に貼り付ける
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▶ 検討の完成イメージ

変更したい理由を記入したふせんで投票

▶ まとめ・発表 〜情報共有〜
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▶ 閉会
・12月10日（土） 9︓30〜11︓30
・大和区⺠活動センター（洋室２・３号）

〜やること〜

〇素案（平面プラン）の確認及び
方向性の確定

〇公園利⽤ルールについて

本日はお疲れ様でした
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《町会》
（公園全体で気になる点）
・児童館にも伝えているが、⼦どもたちが花木の植栽や維持管理に関⼼を
持ってほしいと思っている。

・一部の花壇（５箇所あるうちの１箇所）では、⼦どもたちも苗を植えたり
しているような話を聞くが、⽇頃の⽔やりであるとか肥料をやるであるとか
もっと触れ合いながら関わりをもちたい。

・⼤和公園は、児童館があることで⼦どもが中⼼の公園であると思うが、高
齢者も⽴ち寄れる公園になれば、なお良い公園になると思う。高齢者が公園
にいるところをほとんど⾒ないため、なぜ、⽴ち寄らないのか理由は定かで
はないが、⼦どもが遊んでいるとなんとなく⽴ち寄りづらい雰囲気ではある
気がする。

・ベンチやあづまやなどの休憩スペースや高齢者向けの健康遊具等があれば、
高齢者もきっと⽴ち寄れる公園になるのではないか。

《児童館》
（公園全体で気になる点）
・乳幼児の利用が多く道に⾶び出す⼦がいて危険。
・キャッチボールコーナーでピッチングの練習をよくしている人がスコップ
で穴を掘ってマウンドを作っている。サッカーする⼦もいてつまずいて危険。

・木にボールが乗って、⻑い棒が児童館にないかよく問合せがくる。
・キャッチボールコーナーのフェンスを越えて児童館の屋根にサッカーボー
ルがよく乗る。

《幼稚園》
（活動をする上で改善したいこと）
・グランドを利用しているが、今の広さで満足している。
・使い辛い等問題点は無い。
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《保育園》
（公園全体で気になる点）
・１〜２歳の乳児が遊べるスペースや遊具が欲しい。
・６歳以下の幼児が遊べる遊具が欲しい。
・障害児も遊べるインクルーシブ遊具が欲しい。
・沢山の遊具は必要ない。
・旧アスレチックコーナーの築山は、⼦ども達が良く遊んでいるので残して
欲しい。

・旧アスレチックコーナーは、貴重な自然であるため、現状を維持して欲し
い。

・健康遊具を設置した高齢者が利用する公園でなく、⼦ども達が遊べる公園
にして欲しい。

・トイレが綺麗だと使いやすい。
・トイレを綺麗にして欲しい。
・トイレがあると良い。

・自然に触れられ、山登りなどができると良い。
・四季を感じる植栽が欲しい（柿、桜、どんぐり、松ぼっくりなど）。
・蚊が発⽣しない植物を植えて欲しい。
・⼦ども達が休憩する時に、グランドの東側の出入口周辺のフェンス部に⽇
影があると良い（南⻄角には植栽の⽇陰がある）。

・出入口が多いと、親が目を離した隙に⼦どもが道路に出てしまうため、出
入口を限定して欲しい。

・禁止事項の無い、自由な公園が良い。ルールは、使う人が他人に迷惑がか
からないように気を付ければ良い。⼤人のゴルフなどは禁止する。

・認可保育園で園庭が無い場合は、徒歩５分圏内に代替運動場として公園が
あることが必須となっているため、⼯事中が全面で実施されると遊ぶ場所が
無くなってしまうと基準を満たせなくなる。
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大和公園 占用団体ヒアリングの回答１

【ヒアリング内容】
プレーパークを実施する上で公園施設やルール・使用許可条件で
改善したいことはありますか？
その他、公園全体でお気付きの点があればお教えください

・アスレチック広場で泥遊びができるように専用の「泥場」を設置してください。
泥場には、定期的に泥を補充してください。
（泥遊びは子どもたちに人気です。また、子どもの発達にとって、泥遊びはとても重要な役割を担っています。泥の可塑性
が子どもの感性の発達を促すという研究がされております。）

・プレーパークにおいて水遊びはかかせません。プレーパークでの水の使用に公式に制限をかけないでください。
自主的にコントロールします。
（５月から９月にかけて、水遊びは大人気です。水の使用量は経費の問題だと思いますので、公園課と私たちで使用量と
水道料金の数値検証をしながら、自主的にコントロールさせていただければと思います。理想は井戸を掘って、子どもたち
の遊びには井戸水を使うことですが、そういう対策の可能性についても教えていただければとおもいます。）

・専用の焚火容器を使用するので、プレーパークでの炭火等の小さな火気使用を認めてください。
（昨年も消防署の許可をいただきました。炭や完全に乾いた枝であれば煙は出ません。子どもたちに火の扱い方を学ん
でもらうことは防災上も意義あることだと思います。）

大和公園 占用団体ヒアリングの回答２
・音響設備を使用しない音楽遊びを認めてください。子どもたちと楽器づくり遊びをします。
（これは現在やっていません。一度児童館まつりでストロー笛・マラカスづくりをしたところ人気でした。子どもたちは音を
出すことも大好きです。アコースティックな楽器であれば騒音にはなりません。子どもたちとアコースティックな楽器づくり
や騒音にならない範囲での演奏遊びもしたいです。）

・子どもたちが小屋づくり体験できるように、プレーパークでの小さな小屋の制作を認めてください。
解体・再組立てできるようにして、設置期間も定めて、設置期間終了時には解体・格納します。
（秘密基地づくりは子どもの憧れです。ぜひ実現したいです。大和公園でのプレーパークは第１土曜と第２日曜に開催し
ています。第１土曜から第２日曜までを設置期間として、この間に作成し、期間終了後に解体・格納するという形でいかが
でしょう？開催日の合間の平日は児童館運営協議会と連携して管理できればと思います。）

・築山があちこち削れていて凸凹です。土を入れて直してください。

・秋には木の枠を設置するなど場所を決めて落ち葉を残しておいてください。落葉プールをつくります。
（落葉プールも子どもたちに人気です。特に幼児に人気です。必要であれば私たちで木の枠の設置をやりますので、ぜひ。
期間は11～12月だと思います。）

・アスレチック広場の植え込みに、子どもたちと遊べる植物を植えることができるコーナーをたくさんつくってください。
必要であれば管理母体をつくります。
（今の子どもたちは、草花遊びをあまり知りません。大事な文化だと思いますので、継承していきたいです。草笛、笹船、草
ずもう、花輪づくりなど、やってみると夢中になる子がいると思います。）
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大和公園 占用団体ヒアリングの回答３
・アスレチック広場をダスト舗装にせず、土の地面を残してください。
（子どもたちに土の感触を味わってほしいのです。また木のためにも土の地面のほうがやさしく、木が丈夫に育ちます。そ
の結果、木を使った遊びの危険性が減っていくと思います。公園の木の保護のためにも、ダスト舗装ではなく土の地面に
してください。）

・子どもの権利条例に基づき「子どもが遊ぶ声は騒音ではありません」という発信を区が行ってください。
公園にもぜひ立札を立ててください。
その際、子どもの権利条例の「第９条 子どもは、家庭、育ち学ぶ施設および団体の活動、地域社会等、あらゆる場
面において、特に次に定める権利が保障されます。 …
⑸学び、 休み、および遊ぶこと。そのために必要な環境が整ととのえられること。」
（子どもの声がうるさいという苦情が来ると、子どもたちが委縮します。結果、公園で黙ってゲームをしたりするようになっ
てしまいます。子どもの権利条例の観点から、子どもの遊ぶ権利を保障し、子どもが遊ぶ環境を整えていくのは、行政と地
域社会の責任だとおもいます。）


